
福島第⼀原⼦⼒発電所廃炉のための
『基礎・基盤研究の全体マップ（詳細版）』

燃料デブリ取り出し

クリアランス

クリアランスによる
廃棄物量の低減(処-301)

⽔素発⽣挙動の把握（輸保貯-202）

臨界管理（輸保貯-205）

保管容器健全性評価・管理技術の開発（輸保貯-201）

安定状態の維持

収納⽸仕様の設計（輸保貯-204）

再利⽤・減容化(処-201)

廃棄物の減容化、廃棄体化

廃棄体化⼿法(処-202)

処分概念

処分概念の構築(処-203)

性能評価(処-204)

廃棄体検認

環境回復

各種管理区域解除(処-304)

輸送・保管・貯蔵

輸送・保管・貯蔵⽅法の検討
（輸保貯-301）

PCV・建屋の構造健全性確保
（デブリ-211）

系統設備・エリアの健全性確保
（デブリ-212）

構造健全性

輸送・保管・貯蔵（燃料に由来するα核種が含まれる廃棄物含む）処理・処分・環境回復（燃料に由来するα核種が含まれる廃棄物含む）

測定・分析技術(共-3)遠隔技術(共-1) 可視化技術(共-2)

技術基盤研究

建屋内汚染状況の把握（デブリ-106）

建屋内状況把握

建屋内エリアの作業員被ばく管理
（デブリ-203）

境界線量評価
（デブリ-204）

遮へい・除染対策
（デブリ-202）

作業環境の向上

冷却機能の維持
（デブリ-209）

安定状態維持のための
燃料の状況把握

（デブリ-208）

⽌める/冷やす/⽔素
（安定状態の維持）

Preparation Design Action

処分

処分概念に応じた処分技術
(処-302)

〇法整備 〇⼈材育成 〇地域共⽣
〇情報発信 〇持続可能性の確保
〇労働環境管理

社会的基盤研究

標準化(共-5)

性状把握（輸保貯-101） 廃棄物戦略（輸保貯-102）

計量管理（輸保貯-103）

キャラクタリゼーション①

性状把握
(処-101)

廃棄物戦略
(処-102)

キャラクタリ
ゼーション②

燃料デブリの分別

燃料デブリと放射性廃棄物の仕分け（デブリ-201）

燃料デブリの状況把握（デブリ-101） PCV・RPV内部の構造物の状況把握（デブリ-102） FPの状況把握（デブリ-103）

炉内状況の知⾒集約（デブリ-105）

炉内状況把握

使⽤済燃料プールからの燃料取り出し

SFPの現状把握
（SFP-101）

現状把握 取り出し

SF取出し
（SFP-301）

放射性物質の閉じ込め

放出・漏洩の把握と抑制対策
（SFP-201）

PCV/RPV/建屋の解体

炉内・建屋内の
汚染状況の把握
(解体のための)

（解体-101）

現状把握

解体シナリオ・分別戦略の策定
（解体-203）

解体シナリオ

除染

炉内構造物の撤去、
建屋の解体
（解体-301）

解体

構造健全性

αβγ分別基準の設定
（解体-202）

解体廃棄物分別基準

廃炉を合理的に進めるための全体戦略（プロセスの全体最適、リスク管理、経済合理性）

リスク評価(共-6)

燃料デブリ加⼯時の安全性確保（デブリ-219）

取り出し⼯法・システム

燃料デブリ取り出し装置・機器の開発
（デブリ-218）

燃料デブリへのアクセスルートの構築
（デブリ-217）

閉じ込め機能の構築
（デブリ-205）

放射性物質の閉じ込め

取り出し

PCV内燃料デブリ取り出し
（デブリ-301）

RPV内燃料デブリ取り出し
（デブリ-302）

デブリ回収戦略の構築
（デブリ-214）

燃料デブリ取り出し⽅針
（デブリ-213）

戦略・リスク

汚染⽔対策 ⽔処理

効率的・効果的な
⽔処理

（汚染⽔-301）

地下⽔・汚染⽔管理・抑制現状把握

環境動態

周辺環境への影響評価(処-206)

廃棄物

応⽤・実⽤研究開発により課題解決につながる
基礎基盤研究の追及により課題解決につながる

基礎基盤研究により知⾒が蓄積される
基礎基盤研究により将来的に知⾒が得られる可能性がある⼤まかな廃炉作業の流れ

●PCV内部線量
〇1号機 4.1~9.7Sv/h(2015年4⽉測定)、10Gy/hオーダー (PCV底部・2017年内調結果) 、

約3.1~3.3Gy/h(X-2ペネ周辺・2024年10⽉測定)
〇2号機 最⼤約70Gy/h(PCV内雰囲気・2017年内部調査結果)、

6.4〜7.6Gy/h (ペデスタル内部・2019年内部調査結果)
〇3号機 最⼤約1Sv/h(PCV内雰囲気・2015年10⽉測定)
2017年1号機内部調査結果 https://www.tepco.co.jp/decommission/common/images/progress/retrieval/unit1_meeting_20170727.pdf
2019年2号機内部調査結果 https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/decommissioning/committee/osensuitaisakuteam/2019/02/3-3-3.pdf
2024年1号機内部調査結果 https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/decommissioning/committee/osensuitaisakuteam/2024/10/10/3-3-2.pdf
その他 https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/decommissioning/committee/osensuitaisakuteam/2022/12/12/2-1.pdf

●固体廃棄物の発⽣量
・2024年3⽉保管量 約50万㎥
・今後10年程度で発⽣する可能性のある
廃棄物量 約68.7万㎥

・固体収容物 減容前 約57.4万㎥
・固体収容物 減容後 約28.6万㎥
https://www.tepco.co.jp/decommission/common/images/
progress/waste/202412.pdf

●各号機の⽔位
1号機︓D/W側の⽔位なし
2号機︓PCV底部＋約300ｍm
3号機︓PCV底部＋約6.3m
https://www.meti.go.jp/earthquake/nucl
ear/decommissioning/committee/osensui
taisakuteam/2024/12/12/2-1.pdf

●使⽤済燃料の貯蔵本数（燃料集合体の体数）【令和6年7⽉末現在】
1号機 合計1368本（原⼦炉内︓400, 使⽤済燃料プール内︓392, 共⽤プール・仮保管設備内部︓576）
2号機 合計2207本（原⼦炉内︓548, 使⽤済燃料プール内︓615, 共⽤プール・仮保管設備内部︓1044）
3号機 合計2264本（原⼦炉内︓548, 使⽤済燃料プール内︓0, 共⽤プール・仮保管設備内部︓1716）
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16025c/genan10.html

●建屋1階線量率
1号機︓0.010~1.5mSv/h
2号機︓0.90~10mSv/h
3号機︓0.60~15mSv/h
https://www.tepco.co.jp/decommission/data/surveymap/pdf/2024/sv-u1-20240830-j.pdf
https://www.tepco.co.jp/decommission/data/surveymap/pdf/2024/sv-u2-20240830-j.pdf
https://www.tepco.co.jp/decommission/data/surveymap/pdf/2024/sv-u3-20240830-j.pdf

総合的なリスク管理⽅策の
確⽴・運⽤

（デブリ-215）

緊急時対策
（デブリ-216）

汚染源の現状把握
（汚染⽔-101）

地下・建屋の現状把握
（汚染⽔-102）

地下・建屋⽔位ｺﾝﾄﾛｰﾙ
（汚染⽔-201）

構造物健全性確保
（汚染⽔-202）

α核種や難測定
核種の測定

（汚染⽔-302）

構造物健全性確保
（SFP-202）

PCV・RPV内部の線量の把握（デブリ-104 ）

ダスト対策
（デブリ-206）

臨界管理
（デブリ-207）

⽔素発⽣挙動
の把握

（デブリ-210） 閉ループの確⽴（デブリ-220）

安全機能の継続的な維持・確保
（デブリ-303）

解体対象物の
性状・物量の把握

（解体-102）

PCV・建屋等の
構造健全性の把握

（解体-201）

作業シーケンスの設定
（解体-204）

除染、線量率の低減
（解体-205）

計量管理
(処-103)

廃棄体確認、分析⽅法(処-205)

敷地の除染、線量率低減
(処-303)

耐放射線性(共-4)

ナレッジマネジメント(共-7)
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